
二
月
二
十
六
日
、
事
件
勃
発
。
佐
倉
歩
兵
第
五
十
七
聯
隊
に
出
動
命
令
下
り
、
午
後

五
時
雪
の
降
り
し
き
る
中
を
軍
用
列
車
で
出
発
。
信
濃
町
駅
下
車
、
歩
兵
第
三
聯
隊
に

入
る
。
私
は
特
別
任
務
を
受
け
て
「
北
白
川
宮
邸
」
警
備
に
つ
く
。

こ
の
警
備
は
衛
兵
司
令
以
下
十
二
名
で
、
私
は
表
門
一
番
歩
哨
と
な
る
。

表
門
歩
哨
に
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
般
守
則
と
、
特
別
守
則
が
あ
り
、
夜
間

歩
哨
に
近
づ
く
者
あ
る
時
は
「
誰
何
」
す
る
こ
と
三
回
に
及
ぶ
も
尚
、
答
え
な
い
時
は

右
の
心
得
に
て
服
務
い
た
し
ま
し
た
が
、
反
乱
軍
の
襲
来
も
な
く
一
週
間
で
交
替
し
、

帰
り
際
に
宮
邸
受
付
で
記
帳
、
執
事
か
ら
、
今
後
上
京
の
節
は
宮
邸
に
も
立
ち
寄
っ
て

下
さ
い
、
御
苦
労
様
で
し
た
。
と
の
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
十
一
年
五
月
第
一
師
団
は
満
州
派
遣
と
な
り
、
我
が
佐
倉
聯
隊
も
派
遣
準
備
を

完
了
し
て
一
路
、
佐
倉
駅
か
ら
満
州
に
向
っ
て
出
発
す
。

部
隊
は
、
聯
隊
長
山
口
直
人
大
佐
の
肩
章
も
ま
た
燦
然
と
輝
く
。
沿
線
は
歓
呼
の
声
、

旗
の
波
、
部
隊
は
進
軍
ラ
ッ
パ
の
音
も
勇
ま
し
く
「
勝
っ
て
来
る
ぞ
、
と
誓
う
が
如
く
」

満
州
派
遣

銃
殺
、
又
は
捕
獲
し
て
、
衛
兵
司
令
に
引
渡
す
。

ニ
・
ニ
六
事
件

昭
和
十
一
年
一
月
十
日
、
佐
倉
歩
兵
第
五
十
七
聯
隊
に
現
役
兵
と
し
て
入
隊
。

戦

入
営

争

体

験

記

い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
億
国
民
の
支
援
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
で
き
る
こ
と
で
す
。

留
す
。

島
に
乗
り
あ
げ
た
と
の
情
報
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
後
に
続
く
部
隊
は
黙
々
と
し
て
前
進
。
そ
の
威
容
は
無
言
の
う
ち
に
も
国
民
の

信
頼
の
度
を
高
め
て
ゆ
き
ま
し
た
。
私
達
も
ま
た
国
家
を
保
護
し
、
国
権
を
維
持
す
る

は
兵
力
に
あ
り
、
と
信
じ
身
命
を
賭
し
て
御
奉
公
の
誠
を
盛
さ
ん
と
、
決
意
を
新
に
致

し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
部
隊
は
宇
品
港
出
港
、
大
連
に
上
陸
。
更
に
ま
た
満
鉄
に
て
一
路
北
上
し

ひ
ぞ
く

て
、
本
渓
湖
に
駐
留
し
、
山
嶽
地
帯
に
出
没
す
る
匪
賊
討
伐
に
当
る
。

当
時
ソ
満
国
境
は
黒
龍
江
の
川
巾
の
中
間
を
も
っ
て
、
国
境
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

偶
々
こ
の
川
の
中
間
に
カ
ン
チ
ャ
ー
ズ
島
が
あ
り
、
ソ
聯
の
警
備
艇
が
川
の
中
間
よ
り

（
六
本
木
の
歩
兵

満
州
側
に
航
行
し
て
き
た
の
で
、
当
地
区
の
警
備
部
隊
で
あ
る
歩
一

大
一
聯
隊
の
連
射
砲
”
対
戦
車
砲
I

I

)

で
こ
れ
を
砲
撃
、

1
発
で
船
体
に
命
中
、
艇
は

当
時
満
州
派
遣
部
隊
に
は
、
ソ
軍
と
問
題
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
厳
重
警
告
が
出
さ
れ
て

い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
の
で
、
我
が
部
隊
も
急
撮
出
動
し
て
北
安
に
駐

こ
の
よ
う
に
我
が
第
一
師
団
は
賊
繊
滅
の
意
欲
に
燃
え
て
、
国
境
の
警
備
に
当
っ
て

こ
の
よ
う
な
行
為
も
、

カ
ン
チ
ャ
ー
ズ
島
事
件
（
昭
―
ニ
・
七
・
六
）

氏

原

嘉

治

男

（
芝
山

•
7
5歳
）
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り
ま
す
。

同
司
令
部
の
業
務
は
、
①
青
年
学
校
、
在
郷
軍
人
の
点
呼

②
徴
兵

師
団
で
は
、
こ
れ
に
基
い
て
例
え
ば
、

一
個
師
団
の
兵
員
を
編
成
す
る
為
に
は
「
附

千
葉
聯
隊
区
司
令
部
附

員
に
お
け
る
人
員
掌
握
も
こ
の
よ
う
な
要
領
で
す
。

昨
日
は
カ
ン
チ
ャ
ー
ズ
島
事
件
。
明
け
て
今
日
は
慮
構
橋
事
件
と
聞
い
て
、
さ
て
こ

私
達
は
皆
、
不
拡
大
を
願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
事
件
は
次
第
に
拡
大
の
一
途
を
辿
り

は
じ
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
中
で
我
が
第
三
大
隊
（
喜
多
少
佐
）
は
北
支
に
転
進
。
こ

の
部
隊
は
後
に
、
グ
ア
ム
島
に
て
優
勢
な
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
全
滅
。

チ

カ

ト

ー

我
が
部
隊
は
孫
呉
に
移
駐
し
、
我
等
は
別
の
任
務
を
も
っ
て
黒
龍
江
岸
奇
克
特
に
進

翌
年
二
月
某
日
、
深
夜
衛
兵
司
令
と
し
て
勤
務
中
単
独
で
江
岸
を
巡
察
中
、
突
然
二

十
匹
位
の
狼
に
襲
わ
れ
た
。
私
は
中
学
時
代
剣
道
の
先
生
か
ら
、
犬
と
喧
嘩
を
す
る
時

は
剣
を
下
段
に
構
え
よ
、
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
の
で
、
下
段
に

構
え
て
脱
み
つ
け
ま
す
と
、
狼
の
方
も
私
を
取
り
巻
い
て
ウ
ー
と
う
な
り
声
を
あ
げ
て

け
い
け
い

い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
匹
が
頭
目
ら
し
く
、
眼
光
煽
々
と
し
て
私
の
眼
と
の
脱
み
合
い
。

こ
の
時
の
気
分
は
死
生
を
超
越
し
て
頭
は
澄
み
切
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の
目
と
狼
の
目

が
一
瞬
。
ハ
チ
リ
と
し
た
と
同
時
に
狼
は
退
散
、
本
当
に
命
び
ろ
い
を
し
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
十
月
、
千
葉
聯
隊
区
司
令
部
附
と
な
り
、
佐
倉
五
七
聯
隊
よ
り
転
属
す
。

③
兵
籍
、
恩
給

④
動
員
に
分
担
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の
中
で
動
員
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

動
員
業
務
の
主
た
る
作
業
は
、
国
家
保
護
の
為
、
師
団
司
令
部
で
不
測
の
大
事
を
想

定
し
て
、
作
戦
計
画
を
立
て
、
敵
に
優
る
体
勢
で
い
る
為
に
、
常
に
必
要
な
兵
力
を
掌

握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
準
備
手
段
と
し
て
業
務
が
行
わ
れ
る
の
が
動
員
業
務
で
あ

毎
年
行
わ
れ
る
徴
兵
検
査
に
よ
り
、
甲
種
合
格
者
が
決
め
ら
れ
、
こ
れ
は
翌
年
一
月

各
兵
種
毎
に
現
役
兵
と
し
て
満
期
（
丸
ニ
カ
年
）
服
務
い
た
し
ま
す
。
そ
の
他
は
第
一

補
充
兵
役
、
第
二
補
充
兵
役
、
国
民
兵
役
等
に
区
分
さ
れ
、
私
達
の
戸
籍
と
同
様
に
兵

こ
の
兵
籍
を
基
礎
に
し
て
、
軍
人
名
簿
が
各
兵
種
毎
の
各
市
、
各
郡
別
に
区
分
さ
れ
、

本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
免
許
、
特
技
、
職
業
が
記
さ
れ
、
海
外
居
住
、
召
集
、
解
除

従
軍
志
願
者
や
余
人
を
も
っ
て
替
え
難
き
猶
予
者
も
こ
の
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
ま

こ
れ
を
種
類
別
に
集
計
し
て
表
に
纏
め
ま
す
と
、
例
え
ば
会
社
の
給
料
日
当
日
、
給

料
支
給
人
員
別
の
、
金
種
別
（
一
万
、
五
千
、
千
、
五
百
、
百
、
五
十
、
十
、
五
、
一

円
別
）
の
集
計
の
総
額
が
い
く
ら
で
、
支
給
、
未
払
、
残
高
が
掌
握
出
来
ま
す
が
、
動

動
員
に
は
充
員
召
集
と
臨
時
召
集
が
あ
り
、
赤
い
召
集
令
状
に
よ
り
召
集
さ
れ
ま
す
。

動
員
計
画
は
毎
年
八
月
頃
現
在
で
、
充
員
計
画
者
、
現
在
応
召
者
、
事
故
者
（
病
気
、

海
外
居
留
、
猶
予
者
）
を
除
き
召
集
可
能
な
人
員
を
師
団
に
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
れ

は
第
一
師
団
管
区
内
の
、
千
葉
、
本
郷
、
麻
布
の
各
聯
隊
区
司
令
部
か
ら
も
同
時
に
提

出
さ
れ
ま
す
。

表
第
一
」
に
示
す
よ
う
な
部
隊
が
短
日
時
に
編
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の
為
に
、
毎
年
三
月

三
十
一
日
各
市
、
警
察
の
兵
事
係
が
召
集
さ
れ
て
、
そ
の
計
画
令
状
（
充
員
召
集
令
状
）

が
渡
さ
れ
ま
す
。
後
日
師
団
か
ら
電
話
で
「
歩
五
七
ノ
一
動
員
下
令
（
歩
兵
第
五
十
七

聯
隊
第
一
号
）
」
と
通
達
さ
れ
ま
す
と
、
聯
隊
区
司
令
部
は
各
警
察
に
電
話
で
通
達
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
た
警
察
署
は
、
保
管
し
て
あ
る
充
員
召
集
令
状
各
種
の
中
か

駐。

す。

孫
呉
に
移
駐
（
昭
―
ニ
・
一

0
)

年
月
日
等
が
記
さ
れ
ま
す
。

籍
が
作
ら
れ
ま
す
。

れ
か
ら
ど
ん
な
ふ
う
に
進
展
す
る
の
か
と
。

ろ
こ
う
き
ょ
う

慮
構
橋
事
件
（
昭
―
ニ
・
七
・
七
）
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こ
の
御
遺
族
の
方
に
は
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

そ
の
姿
は
誠
に
痛
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
五
月
、
山
崎
部
隊
が
ア
ッ
ツ
島
で
全
滅
。
同
年
十
月
に
は
学
徒
動
員
壮

附

表

第

こ
う
し
て
計
画
さ
れ
、
訓
練
さ
れ
て
お
り
ま
す
と
、
い
ざ
動
員
下
令
と
な
り
ま
す
と

ど
う
で
し
ょ
う
。
日
本
の
常
備
兵
力
二
十
五
万
の
兵
力
は
三
日
で
出
動
準
備
が
完
了
で

す
。
そ
し
て
翌
日
に
は
召
集
令
状
を
受
け
た
人
員
が
忽
ち
集
結
で
き
ま
す
。

こ
の
充
員
計
画
、
事
故
者
以
外
の
人
員
は
待
機
要
員
で
あ
り
、
こ
れ
が
各
方
面
の
戦

線
か
ら
必
要
に
応
じ
て
要
請
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
を
充
足
す
る
為
に
行
わ
れ
る
の
が

臨
時
召
集
で
あ
り
ま
す
。
よ
く
巷
で
、
私
は
二
回
も
召
集
さ
れ
た
の
に
、
彼
は
健
康
で

身
体
も
頑
健
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
召
集
さ
れ
な
い
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
声
を
聞
き

ま
す
が
、
そ
れ
は
毎
年
更
新
し
て
計
画
さ
れ
る
大
き
な
仕
組
み
の
中
に
入
っ
て
い
る
為

で
あ
り
ま
す
。

千
葉
陸
軍
兵
器
補
給
廠
附
（
昭
一
八
・
三
）

昭
和
十
七
年
三
月
、
初
の
空
襲
警
報
発
令
。

行
式
が
雨
の
神
宮
外
宛
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
戦
争
状
態
が
次
第
に
身
近
に
感
じ

ら
る
中
で
私
は
フ
ィ
リ
ッ
ビ
ン
に
兵
器
補
給
の
指
揮
官
の
内
命
を
受
け
、
ひ
そ
か
に
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
処
、
何
時
迄
過
っ
て
も
命
令
が
こ
な
い
。
そ
の
う
ち
台
湾
沖
で
こ

の
兵
器
輸
送
船
は
敵
に
撃
沈
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
指
揮
官
は
偶
然
に
も
私
の
親
友

で
あ
り
、
奥
様
は
真
実
を
知
ら
ず
、
そ
の
後
も
度
々
補
給
廠
に
安
否
を
尋
ね
に
来
ら
れ
、

船
が
沈
没
し
て
乗
船
者
は
死
亡
し
た
で
あ
ろ
う
と
し
て
も
、
確
認
書
が
作
ら
れ
な
い

時
は
公
報
に
乗
ら
な
い
。

移
駐
に
あ
た
っ
て
若
い
女
子
工
員
は
退
職
し
て
も
ら
っ
て
現
地
で
新
に
エ
員
を
採
用

す
る
方
針
で
あ
り
ま
し
た
が
若
い
女
子
工
員
は
み
な
元
気
で
「
ど
う
し
て
も
連
れ
て
行
っ

て
下
さ
い
。
家
の
こ
と
は
何
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
、
こ
の
覚
悟
に
皆
男
泣
き
す
。

も
う
こ
の
頃
一
月
に
は
建
物
強
制
疎
開
が
は
じ
ま
り
、
三
月
に
は
宝
塚
歌
劇
団
休
演
、

当
日
フ
ァ
ン
殺
到
し
、
警
官
抜
刀
で
整
理
と
い
う
情
勢
で
あ
っ
た
。

こ
こ
の
業
務
は
、
満
州
か
ら
還
送
さ
れ
る
物
資
を
新
潟
港
に
揚
陸
し
て
、
長
野
地
区

の
山
野
に
隠
匿
、
集
積
（
私
の
所
は
主
と
し
て
ガ
ソ
リ
ン
）
し
て
、
、
本
土
決
戦
に
対

応
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
。

終
戦
（
昭
和
二
O
•
八
•
-
五
）

正
午
に
重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
発
表
と
の
こ
と
で
校
庭
に
集
合
。
私
は
記
録
係
を
命
ぜ
ら

れ
た
。
放
送
の
内
容
は
、
天
皇
陛
下
の
荘
重
な
音
声
で
「
堪
え
難
き
に
堪
え
、
忍
び
難

き
を
忍
び
、
万
世
の
為
太
平
を
開
か
ん
と
す
。
」
と
。
聞
く
者
皆
万
感
胸
に
迫
り
、
血

涙
の
止
ま
る
を
知
ら
ず
。

思
忍
ば
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
慮
構
橋
一
発
の
銃
声
に
端
を
発
し
、
爾
後
拡
大
、

米
英
を
敵
と
し
て
大
膳
な
、
そ
し
て
大
規
模
作
戦
を
展
開
し
て
奮
戦
す
る
も
利
あ
ら
ず

し
て
矛
を
修
む
さ
る
に
至
る
。
こ
の
正
義
の
戦
に
国
家
の
総
力
を
尽
し
、
股
肱
の
任
を

果
た
し
た
こ
と
を
誓
っ
て
、
こ
の
稿
を
終
わ
り
ま
す
。

第
一
師
団
平
時
編
成

歩
兵
第
一
旅
団

隊
区
司
部
か
ら
警
察
及
び
町
村
に
出
張
し
て
、
そ
の
演
習
を
行
い
ま
す
。

駐
し
て
業
務
開
設
。

ら
「
歩
五
七
ノ
一
」
の
令
状
を
出
し
て
、
関
係
町
村
の
兵
事
係
に
渡
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
聯
隊
区
司
令
部
、
警
察
、
町
村
兵
事
主
任
の
円
滑
な
行
動
を
期
す
る
為
、
聯

長
野
陸
軍
兵
器
補
給
廠
附
（
昭
一
九
•
四
）

千
葉
か
ら
補
給
廠
長
（
実
川
大
佐
）
以
下
全
員
長
野
県
篠
ノ
井
町
の
国
民
学
校
に
進

歩
兵
第
一
聯
隊

歩
兵
第
四
十
九
聯
隊

甲
府

東
京
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靖
国
の
宮
に
鎮
ま
る
我
が
友
よ
積
る
話
は
夢
の
枕
で

2

弔
忠
魂

寒
風
に
友
を
呼
ぶ
雁
の
声
又
哀
れ
な
り
君
を
讃
え
神
に
祈
る
大
八
洲

耐
え
忍
ん
で
倒
る
る
勿
れ
異
国
の
涯
に

父
母
妻
子
の
君
を
待
つ
千
秋
の
想
い

1

終

戦

横
須
賀

野
戦
重
砲
兵
台
七
聯
隊

し
ち
ょ
う

輻
重
兵
第
一
大
隊

東
京
国
府
台

国
府
台

東
京

騎
砲
兵
隊

習
志
野

騎
砲
兵
大
隊

国
府
台

騎
兵
第
十
六
聯
隊
習
志
野

習
志
野

騎
兵
第
二
旅
団

東
京
習
志
野

歩
兵
第
二
旅
団

歩
兵
第
三
聯
隊

歩
兵
第
五
十
七
聯
隊

戦
車
第
二
聯
隊

騎
兵
第
一
聯
隊

騎
兵
第
十
五
聯
隊

野
戦
重
砲
兵
第
三
旅
団
野
砲
兵
第
一
聯
隊

野
戦
重
砲
兵
第
一
聯
隊

横
須
賀
重
砲
兵
聯
隊

佐
倉

東
京
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